
主担当者

関係組織・
協力機関等

連携・協力者

期　間 2017 年 11月6日〜 2017年 11月14日

地域貢献推進委員会委員、住吉区役所教育文化課職員、
住吉区民（33人）

大阪市立大学文学研究科　地域貢献推進委員会、
大阪市住吉区役所教育文化課

進藤雄三教授（文学研究科）

地域に開かれた大学をめざして

大阪市立大学文学部授業開放

●�2016 年の6月1日に、大阪市住吉区役所教育文化課（甲）と本学文学研究科（乙）との間で、「連携に関する覚
書」が締結された。その第１条には「甲においては住吉区における文化の振興、学校・教育コミュニティへのサポー
ト、乙においてはその知見を活かした住吉区内での地域貢献力の強化のために、相互に連携・協力することを目的と
する」と記されている。文学研究科による「授業開放」は、その覚書に基づき始められた最初の企画であり、地域
貢献推進委員会と住吉区役所教育文化課の連携のもとに、住吉区民を対象に、同年 10月17日から27日にかけて、
文学研究科が開講している科目のなかから14科目を、特定日時の一時限に限り開放した。

●�上記の授業開始を引き継ぎ、2017 年 11月6日から11月14日にかけて、前年と同様、住吉区民を対象に、14
科目の授業を一時限に限って開放した。

（１）得られた成果
●�参加者からは、久しぶりに勉強の機会を得られて楽しかった、専門的な知識の一端に触れることができ有益だったなど、
総じて肯定的な意見が聞かれた。また、学生にとっても一般社会人が通常授業に参加することによる、学習意欲・学
習態度への肯定的効果も指摘された。

●�また、この事業は、「地域に開かれた大学」というイメージを、参加者に明確に意識させるという効果を持ったことも
確かである。単に住吉区民の人たちだけでなく、授業担当者を含めた文学研究科のメンバー、授業に参加している学
生に対しても、大学と地域区民との距離感に与えたアナウンスメント効果は、大きいと思われる。

（２）地域との関係で工夫した点
●�住民の方々の個人情報を扱う、という点において細心の注意を払った。データの管理を住吉区役所の方で一括管理し、
大学に伝えられた情報は、事業の終了次第廃棄した。

（３）感想と今後の課題
●�「地域に開かれた大学」を象徴する、可視化する事業である、という点においては、本事業はきわめて先進的な事
例であると言えるかと思う。

●�しかし、課題は多い。その最大の一つは、コストに見合うベネフィットが得られているかである。現状では、地域貢
献委員会が文学部の全コースに１科目づつの提供を依頼し、担当教員を決め、授業概要を作成する。他方、住吉区
役所では、広報・申込受付の作業がある。前年の反省を踏まえて、2017 年では広報期間を長めにとったが、受講
生の数という点で大きく改善したとはいいがたい。また、授業が平日に開催されているところから、受講生の年齢層に
偏りがあるという点も検討課題である。

●�上記の課題を踏まえて、「地域に開かれた大学」の理念を継承しつつ、別様のあり方を検討している。
� （事例報告者 : 進藤雄三）

●�2017 年の概要は以下の通りである。
（１）日時：11月6日〜 11月14日
　　場所：杉本キャンパス　１号館、全学共通教育棟、文学部棟
（２�）科目：国文学史 II、日本史特講 IV、社会学特論 II、哲学史通論 II、原語比較論演習、英語学概論 II、人間文化

概論 II、文化理論、学習心理学特論、表現文化特論、フランス語学概論、地誌学 II、中国語演習、教育学概論、
総計 14科目。

（３�）広報と申込：開講科目と開講日時が確定した段階で、住吉区役所の広報媒体・HPで「授業開放」の概要（科目名・
開放日時・担当者・定員・授業概要（100字程度）の一覧）を提示し、受講の募集を区民に通知する。

（４�）受講手続き：受講を希望する区民は、住吉区役所に受講を申込み、受講票を受けとる。申込に際しては、複数の
授業を希望することができるが、各授業担当者が設定する「受け入れ可能人数」を超過した授業に関しては、受け
られない場合がある。受講者は、受講の折に講義担当者に受講票を提示し、受講確認を受ける。

1　きっかけと展開

3　成果や課題
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対象地域

授業開放の概要 授業開放の申込用紙

大阪市住吉区
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主担当者

関係組織・
協力機関等

連携・協力者

期　間 七夕講演会：2009年～現在（毎年 7月開催）
進学説明会：2008年～現在（毎年 6月開催）

−

大阪市立科学館（この他、七夕講演会については、（公社）日本天文学会、（公財）
大阪科学振興協会、天文教育普及研究会、日本学術会議、進学説明会については、
関西地区を中心とする10以上の大学から関連分野の研究者が毎年参加）

七夕講演会：神田展行教授・石原秀樹教授・中尾憲一教授・荻尾彰一教授・
　　　　　　丸信人准教授・常定芳基准教授・伊藤洋介准教授（理学研究科）
進学説明会：福江純教授（大阪教育大学）

大阪市立科学館と理学研究科の連携活動

全国同時七夕講演会
宇宙（天文）を学べる大学合同進学説明会

●�全国同時七夕講演会
・�ガリレオ・ガリレイが世界で初めて望遠鏡を宇宙に向けてからちょうど400年であることを記念し、国際連合・ユネ
スコ・国際天文連合が、2009年を「世界天文年」と定めた。

・�この年、日本天文学会が学会員に向けて「全国同時七夕講演会」の開催を呼びかけ、これに対して、本学と大阪市
立科学館の関係者が応えて講演会を企画・開催した。

・�以降、毎年継続して開催。
●�宇宙（天文）を学べる大学合同進学説明会
・�大阪教育大学の福江先生の呼びかけによって、2008年に関西地方の18大学から関係者が参加して始まった。
・�以降、毎年継続して開催。

（１）得られた成果
●�七夕講演会
・�市民講演会として市民に浸透しており、数多くのリピーターを迎えるようになっている。また毎回ほぼ満員（会場の関
係で定員は80人）の盛況で実施されている。

●�合同進学説明会
・�説明会への参加を経て、実際に参加大学に入学する例もあり、説明会としての機能を十分果たしている。
・�関西地方の研究者間、研究者と科学館の交流の場の役割を果たしており、それによって新たな社会貢献事業や研究
者交流事業が生まれている。本学大学院理学研究科が関係したものを例に挙げると、

　・�大阪教育大学の福江純教授を非常勤講師として招聘（2010年度、大学院集中講義を担当）
　・�「科学館大好きクラブ」で講演（2013年：荻尾彰一、2015年：中尾憲一）。
　・�国際光（ひかり）年を記念した大阪市立科学館における企画展「光とあかり」に研究紹介として展示品などを提供

（2015年：神田展行、杉崎満、井上慎、鐘本勝一、荻尾彰一）。
　・�スペシャルナイト「一般相対性理論誕生 100周年市民講演会」を開催（2015年：中尾憲一、田越秀行）。

（２）地域との関係で工夫した点
●�七夕講演会
・�参加申し込みの方法について、試行錯誤を繰り返し、現在は「事前の申し込み不要」とすることで、手間を減らし、
同時に参加者にも不満が生じないようにしている。

●�合同進学説明会
・�ポスター、パンフレットだけでなく、実験装置の一部の実物を持ち込むなど、展示や説明を工夫している。
●�どちらのイベントも高校生が参加しやすい日程となるよう、開催日を慎重に選定している。

（３）感想と今後の課題
●�七夕講演会
・�市民にも恒例行事として定着している実感があり、運営もこなれてきいているが、若い世代（中高生）の参加者数を
増やすような取り組みや工夫がしたいと感じている。

・�宇宙物理学・天文学を専門分野とする本学教員の講演が一巡した後の、「七夕」を冠した講演会のあり方を検討す
る時期が来ている。講演内容の分野を広げるか、学外に講演者を求めるか、市民の需要も考慮した上での検討が必
要である。

●�合同進学説明会
・�2018 年から正式な幹事校を引き受けることから、広報の形態も変わるので、その影響を見極めて来年度以降に改善
していく必要がある。

� （事例報告者：荻尾彰一）

●�七夕講演会
・�毎年「七夕」に近い週末に、本学の教員を講師とする講演会を開催している。その他の講
演者を加えた、規模の大きなものになったこともある（2012年、2013年）。

・�全国では、60カ所で開催されている（2017年の実績、日本国外の1件を含む）。
・�2012 年には（公財）大阪市博物館協会と合同で開催した。
・�2013 年には講演会、パネルディスカッションとプラネタリウム上映を連動させた「ブラック
ホール・ナイト」を企画・開催した。

●�合同進学説明会
・�参加大学の大学説明プレゼンテーション、各大学のブースでの個別相談、宇宙物理・天文
に関する講演会で構成されている。

・�毎年、高校生を主とする学生 50人に加え、父兄と高校教員など50人の合計 100 人程
度が来場する。これに対して20大学から30人程度の教員が参加している。

・�2017 年から幹事の役割を徐々に大阪教育大学から本学に移行（2018年に完全移行の予
定）。

・�合同進学説明会は関西地方で始まったが、現在では、関東、中国・四国、九州でも開催
されており、本学は中国・四国地区の合同説明会にも参加している（2017年より）。

1　きっかけと展開

3　成果や課題

2　概 要

対象地域

2017 年進学説明会の様子
（大学プレゼンテーション）

2017年七夕講演会の様子

2017年七夕講演会の
案内リーフレット

2018年進学説明会の
案内リーフレット

関西地方
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